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電子レンジ加熱式ゆたんぽ 

石油ストーブ 

ガスこんろ 

電源コード等 
 

 

 

 事故事例の紹介 ～再現映像を交えて  

ＮＩＴＥには様々な事故情報が集まってきます。 
その中から注意していただきたい事例として 

以下の製品事故をご紹介いたします。 
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 電子レンジ加熱式ゆたんぽの事故  

【事例】 
 電子レンジで電子レンジ加熱式ゆたんぽを加熱してい
たら、ゆたんぽが膨らんできたので、あわてて電子レン
ジの扉を開けたら破裂し、内容物が飛び散ってやけどを
負った。 

【事故原因】 

 規定時間を超えて加熱したため、
袋の内圧が高まって破裂し、高温の
内容物が飛散したものです。 

2 



電子レンジ加熱式ゆたんぽの 
破裂事故実験映像 
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電子レンジ加熱式ゆたんぽを加熱する際は取扱説明書を
良く読んで、以下のことに注意して正しく使用してください。 

 電子レンジ加熱式ゆたんぽの注意ポイント  

 取り扱い表示の電子レンジ出力（ワット数）と時間は必ず
守ってください。 

 オート（自動）加熱機能は使用しないでください。 
 袋が膨張、あるいは内容物が漏れ出た場合、電子レンジ
のスイッチを切り、十分に時間をおいて冷めたことを確認
してから取り出しください。 

 注意表示等が不十分だったとして、リコールを行っている
メーカーもありますので、確認してください。 
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 石油ストーブによる事故（１）  

【事例３】 

 住宅から出火して全焼し、１人が死亡した。 
                                                    

【事故原因】 

 石油ストーブの上に干していた洗濯物
が落下し、火災に至ったものです。 
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 石油ストーブによる事故（２）  

【事例１】 

 石油ストーブに給油タンクをセットする際、給油タンクから
灯油がこぼれて引火して火災になり、１人が軽傷を負った。 
                                                    

【事故原因】 

 給油タンクのキャップが完全に締まっ
ていなかったため、こぼれた灯油がス
トーブにかかり、火災に至ったものです。 
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 石油ストーブによる事故（３）  

【事例２】 
 住宅から出火して全焼し、顔や手にやけどを負った。 
                                                    

【事故原因】 

 石油ストーブにガソリンを誤給油したこ
とにより、異常燃焼し、火災に至ったもの
です。 
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石油ストーブによる 
火災事故実験映像 
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①洗濯物が落下して火災 

●  石油ストーブの上部などで洗濯物を干さないでください。洗濯
ばさみで留めたつもりでも、乾燥して軽くなった洗濯物が上昇
気流に煽られストーブの上に落下する危険性があります。 

 
②給油タンクから灯油がこぼれて引火 

 給油するときは、必ず火を消してください。また、給油タンクの
口金がしっかりとしまっているか確認してください。 

 

③ガソリン誤給油 

 ガソリンなど灯油以外の燃料を給油しないでください。 

 石油ストーブによる事故防止の注意ポイント  
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石油ストーブを使用する際は取扱説明書を良く読んで、以
下のことに注意して正しく使用してください。 



 ガスこんろによる天ぷら油火災  

 【事例】 

 揚げ物を調理後、なべから出火する火災が発生し、２人が
けがをした。 

【事故原因】 

   ガスこんろで揚げ物の調理をした
後、火を消し忘れたため、油が過熱さ
れて出火し火災に至ったものです。
調理油過熱防止装置がついていない
側を使用していました。 
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ガスこんろ天ぷら油火災 
再現実験映像 
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◆ 「ガス事業法」、「液化石油ガス法」規制対象品目に指定され 
    平成21年10月以降に販売するガスこんろの 
  全てのバーナーに調理油過熱防止装置の 
    装着を義務化。（ＰＳマークの表示。） 

調理油過熱防止装置  

温度センサーがなべ底の温度を測定し、調理油が
自然発火する約３７０℃に達する前にガスを自動的
に止める装置。（約２５０℃で作動。） 

調理油過熱防止装置 



ガスこんろで揚げ物調理をする際は取扱説明書をよく読んで、
以下のことに注意して正しく使用してください。 

 ガスこんろによる天ぷら油火災の注意ポイント  

 調理油は、強火で加熱後約５分から10分で発火する温度
（約370度）に達します。 

 揚げ物調理中は、絶対にその場を離れないでください。 

 揚げ物調理は、調理油過熱防止装置が付いているバー
ナーを使用してください。 

 揚げ物調理時の油量は、取扱説明書に従ってください。
油量が少ないと温度が急激に上がるため、温度センサー
が正確な温度を測定できません。 

 なべ底についた異物(汚れや焦げなど)は取り除いて使用
してください。      
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電源コードからの出火（１）  
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 【事例】  

 木造平屋建て住宅から出火、住宅の一部を焼き、家人が
左手に軽いやけどを負った。 

 【事故原因】 

 定格電流１０Ａの延長コードを束ねた状態で、テレビ・電子
レンジ・電気ポット・クーラーを、たこ足配線で日常的に使用
していたため、束ねた部分で発熱・発火し、付近の可燃物に
延焼して火災に至ったものです。 



 

 

電源コードからの出火（２）  
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 【事例】  

 木造２階建て住宅から出火し、出火した住宅と隣接する住
宅の２棟を全焼した。 

 【事故原因】 

 電気こたつの電源コードに溶融痕が認められることから、
家具等による踏みつけによってコードが機械的ストレスを
受けたため、コードの芯線が半断線状態となり、ショート、火
災に至ったものです。 



 

 

電源プラグからの出火  
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 【事例】  

 作動していないエアコンの電源プラグを差し込んでいるコ
ンセント部分から出火し、カーテンを焦がした。 

 【事故原因】 

 エアコンの電源プラグが長期間コンセントに差し込んだま
まであったため、ほこりが電源プラグ部分に堆積し、トラッキ
ング現象が発生し、発火に至ったものです。 



電源コード等からの 
発火再現実験映像 
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トラッキング現象：テーブルタップやコンセントに電源プラグを長期間差し込んだままにして
いると、コンセントとプラグの周辺にほこりがたまります。そこに水滴や湿気が加わるとプラ
グの刃と刃の間に電流が流れて火花放電を繰り返します。そうすると、その部分が炭化し、
電気が通るようになるため、発火する現象です。 

① 長期の使用中に、プラグとコンセントの間にわずかな 
   すきまに埃が堆積 
 
② 堆積した埃が空気中の湿気を吸収して栓刃間で埃を 
   介して電流が流れる 
 
③ ①と②を繰り返す間にプラグの栓刃間の絶縁樹脂表 
   面が炭化 
 
④ 炭化が進むことによって栓刃間の樹脂表面で電流が 
   流れ始める 
 
⑤ 抵抗値がより下がることで、樹脂表面を流れる電流値が 
   徐々に増加 
 
⑥ 電流値の増加によって、発熱が大きくなり、炭化が進む 

 

⑦ プラグ樹脂表面の栓刃間で絶縁が破壊し、短絡発火する 
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電源プラグのトラッキング現象 



 

 電源コードを束ねて使用しないでください。 

 電源コードを傷つけたり、上に重い物を載せたり、ドアなどに挟み込
んだりしないでください。 

 電源プラグを抜くときは、電源コードではなく先端の電源プラグを
持って引き抜いてください。 

 電源コードを本体に巻き付けたり、繰り返し曲げたり、ねじったりしな
いでください。 

 長期間使用した製品の電源コードに折れ曲がり、ねじれ、傷がない
か点検をしてください。電気製品を使用中に電源コードの一部が熱
かったり、触れたり折り曲げたりすると、電気が入ったり切れたりする
ときは使用を中止し、購入されたお店などに修理・点検を依頼してく
ださい。 

 電源プラグを長期間差し込んだままにせず、年に１度は掃除してく
ださい。 

電源コード等による事故防止の注意ポイント 
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 くらしに潜む危険  

「身・守りハンドブック2012」は、これまで実際に 
発生した誤使用や不注意の事故事例を取り上げ、 
製品と安全につきあうための心構えをまとめたも 
のです。 
 
ダウンロードも出来ます。下記のホームページで 
http://www.nite.go.jp/jiko/handbook/goshiyou_handboook.html 

これらの事故から身を守るには・・・ 

ガス湯沸器（給湯器）で一酸化炭素中毒 
電気こんろに体が触れてスイッチがＯＮ 
電子レンジで加熱中の食品が発火 
電動アシスト自転車、ケンケン乗りで急発進 
電気スタンドが転倒して出火 

 などの誤使用や不注意により事故が発生しています。 
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 ＮＩＴＥホームページ     http://www.nite.go.jp/ 
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http://www.nite.go.jp/  NITEホームページ（製品安全分野）  
http://www.jiko.nite.go.jp/ 
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 事故情報の検索  

検索画面 

事故情報の検索 
 
 NITEが平成8年度から収集した事
故情報が検索できます。（収録件数 
3万3千件以上） 
 
 
 
 
 キーワードに調べたい製品名を入
力し       検索ボタンを押すと 
検索できます。 
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 最新の社告・リコール  

http://www.nite.go.jp/jiko/index4.html 
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 事故の未然・再発防止のため、気を付けて欲しい事故情報・リコール情報を月２回（第２・４火曜日）に電子メール 

で発信していますので、ぜひPSマガジンにご登録ください。 

製品安全情報マガジン（PSマガジン） 

 配信ご希望の方は、ホームページにて 
電子メールアドレスをご登録ください。 

登録 http://www.nite.go.jp/jiko/psm/ 

配信サンプル 
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 注意喚起ちらし  

 実際に起こった事故事例やリコール情報を掲載したちらしを無
償でダウンロードできます。(白黒印刷にも対応しています) 
http://www.nite.go.jp/jiko/chirashi/chirashi.html 
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 ミニポスターと再現実験映像  

http://www.nite.go.jp/jiko/poster/poster.html 

 注意喚起ポスター（pdf
型式）と再現実験動画は
無償でダウンロードでき
ます。 

   動画をクリックす
ると再現実験動画がご覧
いただけます。 

 

扇風機の発火映像 
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 製品事故の防止についての記者説明会（注意喚起）  

Ｈ２３年 
 １月 着衣着火事故の防止について 
 ２月 電源コード及び配線器具の誤った取り扱いによる事故の防止について  
 ４月 災害復旧時の製品事故の防止について 
 ５月 扇風機による火災事故の防止について 
 ６月 エアコンによる事故の防止について 
 ７月 カセットこんろによる事故の防止について 
 ８月 ＩＨこんろにによる事故の防止について 
 ９月 子どもによるライター等の事故の防止について 
１０月 暖房器具による事故の防止について 
１１月 除雪機の事故の防止について 
１２月 自転車等の事故の防止について 

製品事故に遭わないために製品事故の防止について報道機関
への説明会を毎月開催しています。これに併せて支所ごとに
地方新聞社に説明資料と地域ごとの事故の概要も提供してい
ます。また、消費生活センター等の消費者展での事故品展示、
ポスター展示も行っています。 
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◎ 製品事故から身を守るために！ 

★ 本体の警告表示や取扱い説明書を良く読んで、 

  正しく使いましょう。 

 

 製品事故防止のポイント  
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http://www.jiko.nite.go.jp/ 

独立行政法人製品評価技術基盤機構 

中部支所 製品安全技術課  

Ｔ Ｅ Ｌ：０５２－９５１－１９３３   

 ＦＡＸ：０５２－９５１－３９０２ 
製品安全センター 

（ナ イ ト） 

National Institute of Technology and Evaluation 
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